
 

 

令和６年度 第３回学校運営協議会議事録 

 

さいたま市立大谷場東小学校  

１ 日時・場所 ［日時］令和７年２月１８日（火）１０：００～１０：５０ 

［場所］３階大会議室 

２ 出席  会 長 会田 耕吉 （青少年育成大谷場東地区会長 など） 

     委 員 池田 清美 （民生委員・児童委員 など ） 

加美 あゆみ（チャレンジスクール教室コーディネーター など） 

春山 めぐみ（ＰＴＡ会長） 

杉本 浩一 （元ＰＴＡ会長） 

渡邊 明美 （交通指導員） 

八坂 和典 （大谷場中学校長） 

渋谷 恒  （南浦和公民館長） 

片岡 光子 （学校地域連携コーディネーター） 

花房 秀史 （校長） 

砂庭 幸子 （教頭） 

古畑 雄紀 （教務） 

 

欠席  委 員  小池 友良 （南浦和東自治会長） 

大條 健二 （ＰＴＡ顧問） 

杉橋 義春 （南浦和三丁目自治会長 ） 

福戸 美帆 （前ＰＴＡ会長） 

 

３ 学校からの報告 

（１）令和６年度の総括について（学校評価・自己評価システムシート） 

① 「真の学力」の育成をめざす教育の充実 

・全国学力学習状況調査や市の学習状況調査とも全国平均、市平均と比べて良好な結

果である。学習評価において「学習内容の理解」に肯定的な回答をした児童の割合は高

く、学習意欲が高い。課題として「授業におけるタブレットＰＣの積極的かつ効果的な活用

の推進」があげられるが、エバンジェリストを中心に活用を推進している。 

② 児童が安全で安心して学べる教育環境の整備 

・「いじめ防止に向けた取組やいじめ等に対して対応を行っている。」保護者アンケートで

は「困ったことや心配を相談できる体制になっている。」では高評価を得られている。 

・児童の問題行動、いじめ、教室に入れない児童、不登校に対しても「solaるーむ、オンラ

イン授業」など、組織でより効果的にかかわる必要がある。 

③ 保護や、地域の願いを踏まえた学校運営と積極的な情報発信 

・「あいさつができること」は学校、保護者、地域共通の願いである。コロナ以前に近い形

で学校行事等を実施することが出来た。 

・学校の教育活動や児童の様子などを参観する機会を設けるとともに、スクリレや学校ホ



 

 

ームページを活用して情報の受け取り頻度を上げる工夫をしている。 

④ 教職員研修の実施 

・エバンジュエリストを中心に研修、情報共有を重ね、すべての教員が１ＣＴを積極的に活

用した授業を日常的に行えている。 

・大谷場中学校と連携し、教科担任制の在り方、共同して行う行事について模索している。 

⑤ ①から④までの学校からの報告について、協議会委員からの御意見 

・教職員の多忙さが伺える。 

     .学校だけでなく、保護者、地域が連携し、情報共有をして児童を守っていかないといけ

ないと感じている。 

     

４ 令和７年度の学校経営方針について 

① 令和７年度のグランドデザイン（学校経営全体計画）を作成した。委員の皆様に御覧いた

だき、令和７年度第１回の学校運営協議会で御意見を伺いたい。             

 

５ ヒヤリハットマップ・「子どもひなん所１１０番の家」いついて 

① さいたま市が作成している「ヒヤリハットマップ」に学校独自で作成している「大谷場東小学

校『子どもひなん所１１０番の家』設置個所一覧」を加え、新入学児童家庭、在籍児童家庭

に配付した。また、最近ヒヤリハットマップに危険個所で「スクールゾーン」を入れられない

かと保護者から要望があり、来年度の「ヒヤリハットマップ」にはスクールゾーンを入れる予

定。  

 

６ 安全についての提供 

① 通学路の信号を新しく「歩行できるまでの時間の表示が出る信号」にしたらよいのではな

いか？ 

 と交通指導員から御意見をいただいた。学校だけでなく、地域の自治会長とも相談して、

「要望書」を提出する予定。 

 

７ その他の御意見 

① ＰＴＡが猫の手親の手活動としてＰＴＡスクールサポートボランティア（ＳＳＶ）を募集するが、

ボランティアの協力が偏っている。今後も無理なくできる範囲でボランティア活動を進めて

行きたい。（ＰＴＡ本部） 

② 今後も小学校と中学校が協力して子どもたちを育てられる活動ができるよう、行事や授業

を増やしていきたい。（中学校長） 

③ 南浦和公民館の大規模改修が終了し、４月から使用できる。地域や小中学生にも活用し

てほしい。（公民館長） 

④ 南浦和まつりに以前は小学生が参加していたが、コロナ以降は参加していない。授業で

行うのは難しいと思うが、残念である。（地域） 

⑤ 子どもたちを安全に守るためには、地域と家庭のつながりが必要と感じているが、なかなか

難しくなってきているようだ。その分保護者同士のつながりは強くなってきていると思う。 



 

 

地域の行事にも親子で積極的に参加していただけると、コミュニケーションもとれるのでは

ないかと思う。（地域・交通指導員） 

⑥ 令和７年度も今年度の熟議「安全について」を引き続き、委員の皆様で、考えて 

いただきたい。御協力をお願いいたします。 

  

 8 来年度の委員の依頼 

 

 

 


